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氏名 電話番号 担当学区
永井厚子 493-4230 清中、清小、八小
安松一美 495-2065 三中、清明小
杉本美栄子 495-8733 五中、十小

氏名 電話番号 担当学区

赤川都 497-3638 二中、三小、六小、
七小

髙山邦子 491-5220 四中、芝小、四小

主任児童委員担当区域（令和元年５月１日現在）

民生・児童委員担当区域（令和元年５月１日現在）※携帯電話以外の市外局番は 「042」
氏名 電話番号 担当区域

宮内紀子 493-3560 上清戸一丁目（９番を除く）全域

野﨑幸伸 491-0868 上清戸一丁目９番・二丁目全域、元町一丁目５番・二丁目１番、26
番～28番

高橋善男 495-0470 元町一丁目１番～４番、６番～10番
小糸清美 492-5011 中清戸一丁目全域、三丁目全域
今井幸子 493-9069 中清戸二丁目全域

永野敬子 493-6649 中清戸四丁目847番地中清戸アパート（１～５号棟）・870～894、
931、943～966、1009番地～

前川政美 494-0831 中清戸四丁目847番地中清戸アパート（６～13号棟）・907～916、
982、990～992番地

松村新一 491-3246 中清戸五丁目全域
野島與志子 493-1039 下清戸一丁目全域、三丁目全域
土屋義恵 491-5941 下清戸二丁目全域、四丁目全域、五丁目全域
新井誠子 492-0133 下宿一丁目1番地（台田団地）、二丁目466～580番地
池永和子 491-5100 下宿一丁目（１番地を除く）全域、旭が丘一丁目全域

野島芳夫 493-5367 下宿二丁目（466～580番地を除く）全域、下宿三丁目全域、旭が
丘二丁目336～338番地、旭が丘三丁目全域

岩渕博 494-1073 旭が丘二丁目１～３番地、７～10番地、286番地
中畑奈美 492-4233 旭が丘二丁目４～６番地
鈴木幸子 493-6406 旭が丘四～六丁目全域

栁原義介 090-7703-
9140 中里三丁目全域

中村千代 491-8358 中里四丁目（1296清瀬中里四丁目アパート、1323番地を除く）全域
澁谷良枝 493-1340 中里四丁目1296（清瀬中里四丁目アパート）、1323番地
芹澤正男 492-7597 中里五丁目全域・六丁目（台田団地を除く）全域
兼田則子 493-9845 中里六丁目95番地（台田団地）

氏名 電話番号 担当区域
武田裕子 491-2742 元町一丁目11番～19番
佐藤眞一 491-9102 元町二丁目２番～16番
濵名敏夫 493-6087 元町二丁目17番～25番
森田節子 493-2714 中里一丁目１～999番地
恩田公子 492-6858 中里一丁目1000～1750番地
松村謙二 492-0454 中里二丁目全域

片山ひろ子 493-5495
野塩一丁目356～430番地・二丁目377～386番地、387番地のう
ち清瀬野塩アパート（１～４､ ８～９、21～23）、387～390番地、409
番地

地域包括
ケア推進課 497-2056

野塩一丁目431～447番地・二丁目387番地のうち清瀬野塩アパー
ト（10～20、24）、576番地 
※現在欠員のため、お問い合わせは地域包括ケア推進課へ。

森原雅子 492-6691 野塩一丁目（356～447番地を除く）全域
小作紀子 491-5939 野塩三丁目全域
丹下三枝子 493-0315 野塩四丁目全域
浅見良子 478-0230 野塩五丁目全域
尾﨑彰一郎 491-4006 松山一丁目１番～11番、21番～39番
大場拓子 491-1050 松山一丁目12番～20番、40番～46番

桑原保子 090-7807-
8428 松山三丁目11番～27番

原田里和 495-1780 松山二丁目１番～６番・三丁目１番（71号、72号のみ）、２番～10番
大久保俊夫 491-4103 松山二丁目７番～19番・三丁目１番（71号、72号を除く）
山﨑文男 493-6427 竹丘一丁目１番～11番
村松久美子 493-6726 竹丘一丁目12番～17番
金光敏子 493-1402 竹丘二丁目１番～10番
齊藤しのぶ 492-2382 竹丘二丁目11番～28番
鈴木ひろみ 491-5852 竹丘三丁目１番～10番
稲田ヒロ子 492-5501 竹丘二丁目29番～33番・三丁目11番～25番
長澤惇子 491-0022 梅園一丁目全域・二丁目全域
清野恵津子 492-1572 梅園三丁目全域

　民生・児童委員は、地域住民からの相談を伺ったり、通報を受けた際、
内容に応じて市役所などの関係機関へ連絡したり、必要な福祉サービスの
情報提供を行う｢地域住民と行政とのつなぎ役｣を担っています。
　今回はキラリレポートの特別編として、清瀬市民生・児童委員協議会の

　「民生・児童委員の日」にあわせて、
民生・児童委員の役割や日ごろの活
動、取り組みをご理解いただくため、
駅頭啓発活動を行います。1人で悩
んでいる方や、言葉にならないＳＯＳ
を発する子どもたちに地域住民が気
づき、民生・児童委員に繋いでくだ

　平成３０年に東京の民生委員の始
まりである「救済委員制度」は発足
から１００年、清瀬市の民生委員活動
は８５年を迎えました。生活困窮者
の支援や時代に応じた新たな活動に
取り組み、地域の福祉増進に重要な
役割を果たしてきました。これまで

ご存じですか？ あなたの地域の民生・児童委員
～5月 12日は民生・児童委員の日～

清瀬市民生・児童委員協議会　池永和子会長にインタビュー

「民生委員制度創設１００周年記念誌」を発行しました5月 15日㈬に駅頭啓発活動を実施します

池永和子会長に、活動の内容や寄せられる相談について伺いました。
　地域で生活を送っていくうえで心配ごとのある方は、1人で悩まずに民
生・児童委員（下表参照）までご連絡ください。
 問地域包括ケア推進課福祉総務課☎042-497-2056

さるようにとの願いをこめて、広報
紙「てとてとて」とオリジナルポケ
ットティッシュを配布します。ぜひ
お立ち寄りください。
 日５月１5日㈬午後４時～５時ごろ（雨
天中止） 場清瀬駅北口・南口周辺
※直接会場へ。

の活動を振り返り、清瀬市の歴史総
括として「民生委員
制度創設１００周年記
念誌」を作成しまし
た。市内各図書館で
閲覧できますので、
ぜひご覧ください。

皆さんの福祉ニーズに応えたい
　東京の民生委員の始まりである「救済委員制
度」誕生から１００年。清瀬市では８５年が経とう
としています。
　厚生労働大臣から委嘱された「民生・児童委
員」は現在、全国に約２３万人。市内の「民生・
児童委員」は東部２４人、西部２７人の総勢５１人（現
在欠員１人）で構成され、そのなかには子ども
の問題を専門に支援する「主任児童委員」を中
学校区ごとに配置しています。
　池永会長は活動について「おおげさに言って
しまえば、ゆりかごから墓場まで地域住民の皆
さんを見守り、寄り添う身近な良き相談相手で
すね」と優しく微笑みます。具体的な取り組み
として「例えば、生活での困りごと（高齢者の
お悩み）は地域包括支援センターをご紹介した
り、心配ごと（子
育てや家庭での
お悩みなど）は
子ども家庭支援
センターなどを
ご案内したり、
と必要な支援を

必要な場面で受けられるよう市や地域の専門機
関へ伝達するのが役目です」と話します。
相手を気遣うことで見えてくる
　これまで「高齢者訪問」などを通じて、声か
けや見守りをしてきた池永会長。「民生・児童
委員」の立場として最も大切なのは「いつも居
るのに今日は見かけない、どうしたのだろう」
という、「ちょっとした様子の違いに気づくか
どうか」だと言います。この「気づき」が地域の
ネットワークや関係機関に素早くバトンを渡す
鍵になると話します。
目に見えづらい子どもの事情
　自らも不登校だった児童を小３から中３まで
見守った経験がある池永会長は「とりわけ課題
となっているのは、児童虐待や不登校など、子
どもに関わる問題ですね」と話します。
　「当初、相談を受け、頼る場所もなく、何の
力にもなれませんでした。そのため、そういっ
たお子さんが希望を持って生きるためには、地
域に支援の場や人間形成の場の必要性を強く感
じましたね」と当時を振り返りました。
地域ネットワークを密に
　「今後、ますます社会が多様化・複雑化し、

笑 顔 の 架 け 橋「 民 生・ 児 童 委 員 」

特別編

市民編集委員
山本美香さん

課題も増えるでしょう」と池永会長。「それでも、
挑戦は続く」と言います。
　独居高齢者への声かけや、一人親家庭への支
援のあり方など課題は山積みですが、民生・児
童委員、市、関係機関などが連携を密にするこ
とで、問題の深刻化を防げるのではないかと考
えています。
　最後に「まずは、私たちの存在を知って相談
して欲しいですね。そして、問題解決への糸口
を一緒に見つけましょう」と話しました。
終わりに
　常に人の悩みや苦しみを自分のことのように
受け止めている池永会長。お話の様子から、穏
やかでいながらも的確に次の場面を考えていら
っしゃる印象を受けました。
　池永会長が長きにわたり児童を見守ったよう
に、社会的弱者の方たちを見守っていくには、
一時的な支援でなく、長期的な支援が大事だと
感じました。また、支えるにも当事者だけでな
く、その家族や環境にも目を向けることが、巡
り巡って「優しく暮らしやすいまち」の実現に
繋がるのではないかと思います。

インタビューを受ける池永会長

東
京
都
民
生
児
童
委

員
連
合
会
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ミ
ン
ジ
ー
」


